
 時代が求める看護とは 
～困難を超えて看護の喜びと専門職の矜持を～ 
看護とともに歩き続けて70年余、それを支えたのは「時々の困難を乗りこえた喜び」と、「わから

ないことを明らかにする面白さ」です。今も、看護が看護であり続ける道を、良心的な看護師た

ちと探っている毎日です。（川嶋みどり） 

 

主催：ナーシングホーム気の里 

協賛：愛知県看護協会東三河支部 愛知県看護部長協議会 
 

川嶋みどり先生講演会 

日時：平成３１年４月１１日 (木） １３時３０分～１５時３０分 

会場：穂の国豊橋芸術劇場 プラット・アートスペース（２５０席） 

電話:０５３２-３９-８８１０ 

参加費:２０００円  *学生１０００円（当日会場にて集金します）

申し込み方法：別紙ファックス用紙でお申し込み下さい。 
 

申し込み先:ＦＡＸ ０５３２－６５－７１２２ 

電話：0532-65-7111     

  ナーシングホーム気の里  担当者 長坂・夏目・田中 

＜ご略歴＞１９５１年日本赤十字女子専門学校（現日本赤十字看護大学）卒業。 

1971年まで日本赤十字社中央病院勤務（日本赤十字女子専門学校、日本赤十字女子短期大学教員を含む)。 

その後、基礎教育、卒後研修等の講師、研究、執筆活動などを継続。 現在、健和会臨床看護学研究所所長、

日本赤十字看護大学名誉教授。一般社団法人日本て・あーて、 ＴＥ・ＡＲＴＥ、推進協会代表。日本看護実践事

例集積センター(web)代表。                                                    

＜受賞＞                                                               

１９９５年第４回若月賞受賞、２００７年第４１回ナイケンゲール記章受章 ２０１５年第１回山上の光賞受賞    

＜学会活動＞                                                                      

日本統合医療学会副理事長 日本看護歴史学会監事、日本生命倫理学会評議員 日本看護科学学会、日本看

護技術学会、日本看護研究学会、日本看護管理学会名誉会員                               

＜主な著書－共著を含む＞                                                    

看護の力 岩波新書 

キラリ看護 医学書院 

生活行動援助の技術(第3版)－ありふれた営みを援助する専門性 看護の科学社 

看護を語ることの意味 看護の科学社  

触れる 癒やす あいだをつなぐ手－TR-ARTE学入門 看護の科学社 

いま、看護を問う 看護の科学社 2016 

いのちをつなぐ－移りし刻を生きた人とともに 看護の科学社 2018 

ヘンダーソンの贈りもの 看護の科学社 2018                                                      

他多数  


